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（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
近年、細胞機能の制御には、細胞膜の物理的な性質（物性）が重要な役割を担ってい
ることが明らかになってきた。しかしながら細胞膜の物性に注目して細胞機能を制御し
ようとした試みはほとんど報告されていない。申請者は、細胞膜の物性と細胞機能の関
連に注目し、両親媒性ペプチドの細胞膜との相互作用による細胞膜の物性の変化を介し
た細胞機能制御に取り組んだ。 
第一章では、膜変形活性を有するタンパク質の両親媒性領域に注目することで、多方
向にラメリポディア形成を誘起するペプチドM2[45-62]を得た。M2[45-62]は細胞膜の膜
張力を低下させることを確認し、膜張力が関連する細胞機能である細胞運動や細胞形態
変化に影響を与えることを見出した。 
第二章では、ArgおよびTrpからなる人工的にデザインされた両親媒性ペプチドである
R6W3に注目し、R6W3が細胞膜への曲率の誘導を引き起こすことを示唆する結果を得た。
また、R6W3が細胞膜の変形に伴い誘導されることが期待されるエンドサイトーシスを誘
起可能であることを明らかにした。 
このように両親媒性ペプチドが細胞膜の物性の操作を介した細胞機能制御のうえで
有用なツールとなりうることを示した。両親媒性ペプチドを用いて細胞膜の膜張力、膜
曲率を操作可能であるという知見は、細胞膜の物性を変化させる新規ツールの開発や細
胞膜の物性と細胞機能の関連の解明に寄与するものと考えらえる。 
よって、本論文は博士（薬科学）の学位論文として価値あるものと認める。また、令
和2年2月19日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認め
た。 
 
 
 
 
